
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピロリ菌とは・・・ 

ピロリ菌は、胃の粘膜に生息しているらせん形をした悪い菌で、主に胃や十二指腸などの病気の原因になり

ます。大人になってから感染すると激しい胃の症状をみることがあります。 

さらにピロリ菌の感染が続くと感染範囲が「胃の出口」の方から「胃の入口」の方に広がって、慢性胃炎（ヘ

リコバクター・ピロリ感染胃炎）がすすみます。この慢性胃炎が、胃潰瘍や十二指腸潰瘍、萎縮性胃炎、胃が

ん、さらには全身的な病気などを引き起こすおそれがあることが明らかになってきました。 

内視鏡 抗体測定 

ピロリ菌がいた ピロリ菌がいない 

一次除菌療法 

除菌の判定検査 ピロリ菌がいた 

除菌不成功 除菌成功 二次除菌療法 

除菌の判定検査 

検査から除菌までの流れ 

※4 週間以上あけます 

※4 週間以上あけます 1 年以内胃カメラを 

受けて下さい。 

三次除菌療法 ※自費になります 

ピロリ菌に感染しているかどうかを調べます 

ピロリ菌がいない 

尿素呼気検査 

消化器科医師が担当します 
診療をご希望の方など、詳しくは１階医事課受付にお尋ねください 


